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もっと揺れても平気だよ（10月23日：児童館での「父親の育児講座」）

集中改革プランの成果
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取組項目 Ｈ 18 Ｈ 19 Ｈ 20 Ｈ 21 合計
（歳入）

健康診査自己負担金の見直し
1 1 1 1 4
1 1 ー ー 2

一般家庭ゴミ、粗大ゴミの
有料化

96 96 96 96 384
90 106 88 91 375

一般廃棄物手数料の改定
21 21 21 21 84
21 30 32 34 117

し尿処理手数料の改定
8 8 8 8 32
8 7 7 7 29

土庫市営墓地永代使用料収入
19 19 19 19 76
24 ー 35 9 68

児童ホ−ム使用料の改定
5 5 5 5 20
4 5 6 5 20

歳入増加額（A）
150 150 150 150 600

148 149 168 146 611
（歳出）

定年退職者不補充による
人件費の抑制

33 78 118 167 396
44 93 96 129 362

超過勤務手当の縮減
5 5 5 5 20
1 2 4 △6 1

特別職（副市長・教育長）
給料の削減

1 1 1 1 4
1 1 1 1 4

議員報酬の削減
  （H17.4.1 から）

9 9 9 9 36
9 9 9 9 36

補助金等の整理合理化
9 9 9 9 36
5 5 9 7 26

指定管理者制度の導入
  （7施設）

62 62 62 62 248
64 69 73 63 269

保育所調理業務の民間
委託（2園）

2 5 5 5 17
3 4 4 4 15

物件費等のマイナスシ−リング
40 40 40 40 160
38 38 38 38 152

教育委員会の移転に伴う経常
経費の削減

1 5 5 5 16
1 5 5 5 16

文化会館の自主事業等の削減
7 7 7 7 28
7 7 7 7 28

きぼう号の運営の見直し
3 3 3 3 12
3 3 3 3 12

福祉医療および福祉タクシ−
事業の見直し

13 24 24 24 85
17 26 23 23 89

市民サ−ビスコ−ナ−の廃止
12 12 12 12 48
15 15 15 15 60

歳出削減額（B）
197 260 300 349 1,106
208 277 287 298 1,070

歳入・歳出（A＋B）合計額
347 410 450 499 1,706

356 426 455 444 ①1,681

【表1】平成18 〜 21年度効果予測額と
　　　 平成18 〜 21年度項目別の実績額（単位：百万円）

※歳入・歳出合計額欄で、実績見込額が効果予測額を下回っ
ている主な理由は、平成18年度早期退職制度の導入によ
り、早期退職者が増加したことで、逆に定年退職者が減
少したことによる。　

※表の上段は効果予測額、下段は実績額をそれぞれ表しています。

　

本
市
の
財
政
健
全
化
に
向
け
て
の
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
す
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

の
成
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
、
平
成
18
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
４
か
年
に

わ
た
っ
て
、
ま
た
、
平
成
19
年
度
に
は
、
項
目
を
追
加
し
な
が
ら
、
単
年
度
の
財
政
収
支
の

均
衡
を
目
標
に
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
改
革
を
集
中
的
に
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計
の
単
年
度
収
支
は
、
平
成
19
年
度
、
20
年
度
に
続
い

て
黒
字
額
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
着
実
な
実

行
に
よ
り
、
市
税
徴
収
率
の
向
上
、
人
件
費
・
公
債
費
の
削
減
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど

に
よ
る
効
果
額
31
億
５
、９
０
０
万
円
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
成
果
を
も
と
に
、
さ
ら
な

る
財
政
健
全
化
に
向
け
、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
平
成
22
年
２
月

に
策
定
し
た
「
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
加
え
、
平
成
24
年
度
ま
で
の
３
か
年
に
、
一
般

会
計
の
累
積
赤
字
の
解
消
と
経
常
収
支
比
率
の
良
化
を
進
め
、
早
期
に
安
定
し
た
財
政
基

盤
の
確
立
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
一
般
家
庭
ゴ
ミ
お
よ
び

粗
大
ゴ
ミ
の
有
料
化
や
、
一
般
廃
棄
物

処
理
手
数
料
の
改
定
な
ど
６
項
目
、

歳
出
で
は
、指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

（
７
施
設
）
や
人
件
費
の
削
減
、
特

別
職
給
料
等
の
削
減
、
議
員
報
酬
の

削
減
な
ど
、
13
項
目
に
わ
た
り
、
平

成
18
年
度
か
ら
４
年
間
に
わ
た
り
、
継

続
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。【
表
１
】

　

そ
の
結
果
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
よ

る
実
績
額
は
、
歳
入
歳
出
あ
わ
せ
て

16
億
８
、１
０
０
万
円
の
財
政
効
果
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
19
年
度
に

は
、
取
組
項
目
を
追
加
し
ま
し
た
。

平成18年度から継続している
4年間の取組結果

「集中改革プラン」の成果
をお知らせします
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取組項目 Ｈ 19 Ｈ 20 Ｈ 21 合計
（歳入）

市税徴収率の向上
151 151 151 453
163 153 70 386

分担金・負担金および使用料・
手数料の見直し

10 10 20 40
7 6 7 20

歳入増加額（A）
161 161 171 493
170 159 77 406

（歳出）
収入役の廃止、特別職の報酬
削減、行政委員報酬の削減

13 13 13 39
15 15 15 45

定員適正化計画の前倒し、職員
給料・手当の見直し

155 180 205 540
174 266 338 778

学校給食調理業務の段階的な
民間委託

12 12 12 36
17 17 18 52

図書館運営業務の見直し
2 2 2 6
3 3 2 8

保育所・幼稚園の統廃合
ー 4 12 16
ー 4 4 8

集会所建設事業費補助金の見直し
ー 3 2 5
ー ー 1 1

四季大祭補助金等の縮減
1 1 1 3
4 5 7 16

文化会館自主事業費の見直し
4 4 4 12
5 6 7 18

歳出削減額（B）
187 219 251 657
218 316 392 926

歳入・歳出（A＋B）合計額 348 380 422 1,150
388 475 469 ②1,332

【表2】平成19年度〜 21年度「集中改革プラン」
　　　　    項目別の効果予測額と実績額（単位：百万円）

【表3】「集中改革プラン」に掲げた項目以外の
　　　  健全化取組項目（単位：百万円）

■
市
税
徴
収
率
の
向
上
（
２
％
ア
ッ
プ
）

■
職
員
の
給
料
・
手
当
の
見
直
し

■
「
定
員
適
正
化
計
画
」
の
前
倒
し

　

に
よ
る
人
件
費
の
削
減

取組内容 H19 H20 H21 合計

議員定数の2名削減（議員提案による） 21 21 21 63
経常経費・特別会計繰出金の削減 33 29 21 83

合　計 54 50 42 ③146

【表5】職員数の推移（単位:人）

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

当該年度（4/1）の職員数 736 711 679 669 636 613 585 561

採用（予定）者及び
その他増 8 3 − 16 − 9 6 1

退職（予定）者及び
その他減 28 32 26 33 32 34 37 39

当該年度末（3/31）の
職員数 708 679 653 636 604 579 548 523

「定員適正化計画」の
職員数（4/1）

（679）（670）（658）（647）（634）（613）

※表の上段は効果予測額、下段は実績額をそれぞれ表しています。

　

平
成
19
年
度
か
ら
さ
ら
に
追
加
し

て
取
り
組
ん
だ
項
目
は
、
歳
入
が
２

項
目
、
歳
出
が
８
項
目
、
あ
わ
せ
て

10
項
目
で
す
。

　

市
税
徴
収
率
の
向
上
や
定
員
適
正

化
計
画
の
前
倒
し
等
に
よ
る
、
さ
ら

な
る
人
件
費
の
削
減
な
ど
で
、
３
年

間
の
実
績
で
、
13
億
３
、２
０
０
万
円

の
財
政
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。【
表
２
】

　

ま
た
、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
掲

げ
た
項
目
以
外
で
は
、議
員
定
数
（
２

名
減
）
の
削
減
や
、
物
件
費
（
経
常

経
費
の
３
％
）の
さ
ら
な
る
削
減
な
ど
、

３
年
間
で
、
１
億
４
、６
０
０
万
円
の

財
政
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。【
表
３
】

　

市
税
徴
収
率
の
向
上
（
徴
収
率
88
％

か
ら
90
％
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度

90
・
３
％
、
平
成
20
年
度
89
・
９
％
と
、

ほ
ぼ
目
標
を
達
成
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
は
、
現
年
分
96
・
６
％
、

滞
納
分
17
・
６
％
、
合
計
88
・
９
％
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
19
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
３

年
間
で
は
、３
億
８
、６
０
０
万
円
の
効

果
額
を
得
ま
し
た
。

　

職
員
の
給
料
は
、
平
成
19
年
４
月
か

ら
21
年
度
ま
で
の
３
年
間
、
医
療
職
を

除
く
全
職
員
の
給
料
を
、３
％
削
減
し
て

　
「
定
員
適
正
化
計
画
」
で
は
、
平
成

17
年
度
か
ら
21
年
度
の
５
年
間
で
、
66
人

★
今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
成
果
を
も
と
に
、
平
成

24
年
度
末
ま
で
に
、
一
般
会
計
の
累
積
赤
字
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

「
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
着
実
に
実
行
し
、
さ
ら
に
行
財
政
改
革

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
〔
改
革
推
進
局　

内
線
３
６
３
〕

の
削
減
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。【
表
５
】

こ
の
計
画
で
は
、
平
成
22
年
度
当
初
の

職
員
数
は
６
１
３
人
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
管
理
職
職
員
の
早
期
退
職
制
度
の

導
入
（
18
年
度
）
と
も
相
ま
っ
て
、
平

成
22
年
度
当
初
職
員
数
は
５
６
１
人
と

な
り
、「
定
員
適
正
化
計
画
」
の
職
員

数
よ
り
、
52
人
減
少
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
平
成
19
年
度
か
ら
21
年
度
ま

で
の
３
年
間
で
、
５
億
５
０
０
万
円
の
財

政
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

平成19年度に追加した項目の
3年間の実績

平成19年度以降の主な取組項目
について説明します

【表4】「集中改革プラン」の実績額の合計

表1（①）+ 表2（②）+ 表3（③） 31億5,900万円

支
給
し
て
い
ま
す
（
継
続
中
）。
ま
た
、
手

当
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
の
諸
手
当
の
削

減
を
引
き
続
き
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
給
料
の
３
％
削
減
に
よ
る

人
件
費
効
果
額
は
、
３
年
間
で
は
、

２
億
７
、３
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
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市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
を
表
彰

　

11
月
３
日
文
化
の
日
、「
大
和
高
田
市
選
奨
条
例
」
に
基
づ
い
て
、
12
名
の
皆
さ
ん
が
表

彰
さ
れ
、
功
労
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
、
永
年
に
わ
た
り
活
動
に
尽
力
し
、
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
な
お
一
層
の
活
躍
を
祈
念
し
て
、
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
本
市
町
総
代

と
し
て
地
方
自
治
の
伸
展
に
努
め

ら
れ
、
地
域
社
会
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
て
い
る
功
績
。

●
地
方
自
治
功
労

　

植
田　

茂
樹

●
体
育
功
労

　

中
山　

絢
子

●
商
工
功
労

　

河
村　

憲
一

●
厚
生
援
護
功
労

　

宮
本　

多
喜
子

●
地
方
自
治
功
労

　

瓜
坂　

元
一

●
商
工
功
労

　

田
村　

寅
二
郎

●
厚
生
援
護
功
労

　

森
本　

和
子

●
民
生
功
労

　

金
田　

彌
七

　

多
年
に
わ
た
り
、
本
市
町
総
代

と
し
て
地
方
自
治
の
伸
展
に
努
め

ら
れ
、
地
域
社
会
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
て
い
る
功
績
。

　

多
年
に
わ
た
り
、
本
市
体
育
協

会
理
事
と
し
て
、
社
会
体
育
の
振

興
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
功
績
。

　

多
年
に
わ
た
り
、
本
市
商
工
業

の
育
成
指
導
に
努
め
ら
れ
、
産
業

と
地
域
経
済
の
伸
展
に
尽
く
さ
れ

て
い
る
功
績
。

　

多
年
に
わ
た
り
、
本
市
商
工
業

の
育
成
指
導
に
努
め
ら
れ
、
産
業

と
地
域
経
済
の
伸
展
に
尽
く
さ
れ

て
い
る
功
績
。

　

多
年
に
わ
た
り
、
本
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
と
し
て
、
会

の
運
営
や
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
功
績
。

　

多
年
に
わ
た
り
、
防
火
協
会
活

動
に
尽
力
し
、
本
市
民
生
児
童
委

員
協
議
会
連
合
会
副
会
長
と
し

て
、
民
生
の
安
定
と
市
民
福
祉
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
功
績
。

　

多
年
に
わ
た
り
、
本
市
の
福
祉

充
実
と
障
が
い
者
の
自
立
支
援
に

献
身
さ
れ
、
福
祉
作
業
室
の
持
続

発
展
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
功
績
。

選
奨
式

市
選
奨
条
例
に
基
づ
く
受
章
者

●
民
生
功
労

　

福
井　

啓
二

●
保
健
衛
生
功
労

　

上
田　

保
秀

　

多
年
に
わ
た
り
、
本
市
歯
科
医

師
会
副
会
長
と
し
て
、
広
く
地
域

歯
科
保
健
活
動
の
推
進
に
尽
く
さ

れ
て
い
る
功
績
。

　

多
年
に
わ
た
り
、
本
市
民
生
児

童
委
員
協
議
会
連
合
会
会
計
と
し

て
、
民
生
の
安
定
と
市
民
福
祉
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
功
績
。
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デ
ィ
ア
ブ
ロ
ッ
サ
高
田
Ｆ
Ｃ　

Ｕ
12

　

平
成
22
年
度
第
34
回
全
日
本
少
年

サ
ッ
カ
ー
大
会
に
お
い
て
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、
７
、０
０
０

を
超
え
る
参
加
チ
ー
ム
の
中
で
、
み
ご

と
準
優
勝
を
果
た
し
た
功
績
。

●
消
防
功
労

　

米
田　

裕
昭

●
消
防
功
労

　

東　

利
作

　

多
年
に
わ
た
り
、
本
市
消
防
団
分

団
長
と
し
て
市
民
生
活
の
安
全
と
災

害
の
予
防
に
献
身
さ
れ
る
と
と
も
に
、

後
進
の
指
導
育
成
に
尽
く
さ
れ
て
い
る

功
績
。

　

多
年
に
わ
た
り
、
本
市
消
防
団
分

団
長
と
し
て
市
民
生
活
の
安
全
と
災

害
の
予
防
に
献
身
さ
れ
る
と
と
も
に
、

後
進
の
指
導
育
成
に
尽
く
さ
れ
て
い
る

功
績
。

　

11
月
15
日
、
教
育
の
分
野

で
著
し
い
功
績
を
あ
げ
ら
れ

た
５
名
と
２
団
体
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

　

猶
原　

慶
子

　

森
本　

信
男

　

坂
本　

安
幸

　

坂
口　

勝
基

　

森
口　

昌
義

　

ス
キ
ー
部
創
設
よ
り
、
部
長
と
し

て
、
そ
の
指
導
力
を
発
揮
し
、
多
く

の
選
手
育
成
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、

本
市
体
育
協
会
理
事
と
し
て
、
体
育

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
。

　

永
き
に
わ
た
り
、
美
術
協
会
会

員
と
し
て
活
躍
し
、
特
に
か
な
書
道

の
普
及
、
後
進
の
指
導
・
育
成
に
取

り
組
み
、
本
市
の
芸
術
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
功
績
。

　

永
年
に
わ
た
り
、
指
導
者
と
し
て

ス
カ
ウ
ト
活
動
に
携
わ
り
、
ス
カ
ウ

ト
運
動
の
発
展
と
、
本
市
の
青
少

年
健
全
育
成
・
非
行
防
止
に
尽
力
、

貢
献
さ
れ
た
功
績
。

　

平
成
７
年
か
ら
理
事
、
そ
の
後
常

任
理
事
及
び
事
務
局
と
し
て
、
組
織

の
発
展
・
拡
大
に
尽
力
さ
れ
、
文
化

協
会
の
み
な
ら
ず
、
本
市
文
化
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
。

　

大
和
高
田
市
青
少
年
補
導
会
の

副
会
長
及
び
会
長
と
し
て
、
会
の
運

営
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
青
少

年
の
健
全
育
成
と
非
行
防
止
に
尽

く
さ
れ
た
功
績
。

教
育
委
員
会
表
彰

教
育
委
員
会
表
彰
者

　平成9年の発足以来、全国規模の大会にお
いて輝かしい戦績を残し、今年度には、第81
回都市対抗野球大会に初出場を果たし、また、
他の大会においても優秀な成績を収めた功績。

　

大
和
高
田
ク
ラ
ブ

市
長
感
謝
状

　

11
月
15
日
、
社
会
人
野
球
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
し
て
都
市
対
抗
野
球
大
会
を

戦
っ
た
『
大
和
高
田
ク
ラ
ブ
』
と
、
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
お
い
て
準
優

勝
を
果
た
し
た
『
デ
ィ
ア
ブ
ロッ
サ
高
田
Ｆ
Ｃ
』
が
、
大
和
高
田
市
長
よ
り
感
謝

状
を
受
け
ま
し
た
。

　

両
チ
ー
ム
共
に
、
す
ば
ら
し
い
競
技
成
績
は
も
と
よ
り
、
日
頃
の
活
動
を
通
し

て
、
元
気
で
誇
れ
る
高
田
の
実
現
へ
の
、
多
大
な
貢
献
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

大和高田クラブ

都市対抗野球大会での
1回戦突破の瞬間

ディアブロッサ高田 FC

全日本少年サッカー大会
決勝戦
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平 成 2 2 年 9 月

定 例 市 議 会

サ
テ
ィ
跡
の
活
用
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

稲
葉
議
員

奈
良
県
が
進
め
て
い
る
「
地
域
の

特
徴
あ
る
資
産
の
有
効
活
用
事

業
」
を
活
用
し
て
は

問

一 般 質 問

次
期
市
長
選
に
つ
い
て　

　
　

市
政
会　

植
田
議
員

答
市
長
に
就
任
し
た
平
成
15
年

４
月
当
時
、
本
市
の
財
政

状
況
は
大
変
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
平

成
18
年
３
月
に
「
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
単
年
度
収
支
の

均
衡
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
改
革

を
推
進
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

所
期
の
目
的
を
達
成
し
、
平
成
22

年
度
か
ら
は
次
な
る
改
革
へ
の
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
「
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
策
定
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て

問

　

平
成
22
年
９
月
定
例
市
議
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
15
日
ま
で
の
13
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定
ほ
か
、
特
別
会
計
決
算
の
認
定
８
件
、

企
業
会
計
決
算
の
認
定
２
件
、
平
成
22
年
度
補
正
予
算
６
件
、
条
例
案
件
３
件
、
損
害
賠
償
の

額
の
決
定
及
び
和
解
に
つ
い
て
３
件
、
人
事
案
件
５
件
、
意
見
書
１
件
の
29
議
案
が
提
出
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
認
定
・
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
15
日
の
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
市

政
全
般
に
わ
た
っ
て
質
問
さ
れ
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
そ
の
一
部
に
つい
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
に
松
村
宗
昭
氏
・
村
井
善
治
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
再

任
さ
れ
、
人
権
擁
護
委
員
の
委
員
に
岡
本
昇
作
氏
・
守
川
喜
偉
氏
・
高
橋
衣
代
氏
が
そ
れ
ぞ

れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
財
政
構
造
の
構
築
に

向
け
、
現
時
点
で
は
、
残
さ
れ
た

任
期
を
全
う
す
る
こ
と
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
る
。
次
期
市
長
選

挙
に
関
し
て
は
、
改
め
て
適
切
な
時

期
に
表
明
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
営
住
宅
使
用
料
の
滞
納

に
つ
い
て　
　
　
　

　
　
　
　

市
政
会　

奥
本
議
員

滞
納
家
賃
に
つ
い
て
、
平
成

21
年
度
「
滞
納
整
理
事
務

処
理
要
綱
」
の
制
定
以
降
、
督

促
状
の
送
付
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

電
話
に
よ
る
督
促
、
訪
問
徴
収

を
強
化
し
な
が
ら
、
収
納
率
の
向

上
に
努
め
て
お
り
、
そ
の
成
果
と

し
て
、
現
年
度
２
・
78
ポ
イ
ン
ト
、

問答

過
年
度
１
・
49
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て

い
る
。
現
在
、
１
件
の
訴
訟
案
件

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
過

去
の
整
理
、
滞
納
家
賃
の
徴
収
率

の
向
上
に
向
け
、
全
力
を
傾
注
し

て
い
き
た
い
。

地
方
自
治
の
憲
法
「
自
治

基
本
条
例
」
を
制
定
し
、

自
主
・
自
立
の
自
治
体
運
営
で
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
！

　
　
　
　
　

公
明
党　

上
田
議
員

問

本
市
の
市
政
運
営
、
及
び
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
10

年
ご
と
の
総
合
計
画
を
策
定
し
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
重
点
課

題
と
し
て
財
政
の
健
全
化
と
効
率
的

な
行
政
運
営
の
構
築
を
掲
げ
、
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
社
会
を
は

じ
め
、
低
成
長
時
代
の
到
来
や
、
地

方
分
権
が
進
展
す
る
中
で
、
地
域
の

い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
発
生
し
て
く
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ

の
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

自
治
を
担
う
行
政
・
議
会
・
市
民
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
方
を
、

条
例
と
い
う
形
で
ル
ー
ル
化
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
自
治
基

本
条
例
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

認
識
し
て
い
る
。
こ
の
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
現
状
を
踏
ま

え
、
多
面
的
な
議
論
が
必
要
に
な
る

こ
と
か
ら
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

行
財
政
改
革
と
並
行
し
な
が
ら
、
地

方
分
権
の
進
捗
と
あ
わ
せ
、
今
後
の

市
政
運
営
の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
社
会
に
対
応
で
き
る

諸
施
策
に
つ
い
て　
　
　

　
　
　
　

公
明
党　

堂
本
議
員

高
齢
者
安
否
確
認
の
実
態
調
査

高
齢
者
安
否
確
認
の
実
態

調
査
に
つ
い
て
、
本
市
に
お

い
て
は
、
本
年
８
月
上
旬
に
、
平

成
22
年
８
月
１
日
現
在
、
住
民
登

録
を
し
て
い
る
１
０
０
歳
以
上
（
15

名
）
を
含
む
明
治
生
ま
れ
の
高
齢

者
50
名
の
所
在
調
査
を
行
っ
た
。

答

答

問

家
庭
訪
問
に
よ
る
本
人
確
認
を
は

じ
め
、
介
護
保
険
の
適
用
状
況
や

医
療
保
険
の
使
用
状
況
か
ら
、
す

べ
て
の
安
否
確
認
が
で
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
見
守
り
活
動

と
し
て
、
地
区
民
生
児
童
委
員
の

協
力
に
よ
り
、
受
け
持
ち
地
域
の

高
齢
者
の
実
態
を
把
握
し
、
70
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に

は
、
必
要
に
応
じ
て
見
守
り
活
動

を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

平
成
22
年
度 

大
和
高
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　

２
億
１
、２
２
０
万
円
な
ど
可
決

☆１２月定例会は、１１月３０日（火）から開会しています。　
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答
サ
テ
ィ
跡
の
店
舗
用
地
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
権
限
を

有
す
る
代
理
店
と
数
回
に
わ
た
り

話
し
合
い
を
重
ね
、
６
月
末
に
は
、

今
後
の
運
用
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
て
い
る
。
ま
ず
、
建
物
の
耐
震

に
つ
い
て
、
耐
震
診
断
の
結
果
、

店
舗
本
体
は
、
ほ
ぼ
安
全
性
が
確

認
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
全
館
に
わ
た
っ
て
の
入
居
テ
ナ

ン
ト
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
今

後
、
条
件
交
渉
を
続
け
、
店
舗

が
埋
ま
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
時
期
が
来
れ
ば
、

外
装
の
改
修
も
考
え
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
本
市
と
し
て
は
、
い
ず
れ
、

商
業
施
設
と
し
て
再
開
さ
れ
る
こ

と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
代
理
店
か
ら
は
、
地
元
貢
献

も
含
め
、
誠
実
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
の
誠
意
の
あ
る
回
答
も

得
て
お
り
、
今
後
、
サ
テ
ィ
跡
の

再
建
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
、
本
市

に
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
の
ひ
と

つ
と
考
え
て
い
る
。
一
日
も
早
く

こ
れ
が
実
現
さ
れ
、
こ
の
こ
と
を

ひ
と
つ
の
契
機
と
し
て
、
本
市
の
商

業
が
活
性
化
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の

人
が
住
み
続
け
た
い
と
思
う
ま
ち

づ
く
り
を
、
一
層
進
め
て
い
き
た

い
。

提
出
さ
れ
た
意
見
書

完
全
な
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
放
送
の
実
施
に
向
け
て
円
滑
な
移
行
策
を
求
め
る
意
見
書

　

来
年
（
２
０
１
１
年
）
７
月
24
日
を
も
っ
て
ア
ナ
ロ
グ
放
送
を
終
了
、
完
全
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
す
る

こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
務
省
の
調
査
で
は
、
２
０
１
０
年
３
月
時
点
で
地
デ
ジ
の
世
帯
普
及
率
が
83
・
８
％

と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
離
島
を
抱
え
る
沖
縄
県
や
山
間
部
の
多
い
岩
手
県
で
は
普
及
率
が
70
％
未
満
と
な
っ
て
お
り
、

ビ
ル
の
陰
な
ど
で
電
波
が
届
き
に
く
い
施
設
の
対
策
は
達
成
率
が
約
48
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
共
同
ア
ン
テ

ナ
改
修
が
必
要
な
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
２
１
０
万
施
設
へ
の
対
応
も
約
77
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
化
ま
で
１
年
を
切
り
、
完
全
移
行
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
最
終
段
階
に
入
っ
た
今
、
国
民
生
活
に
直

接
影
響
を
与
え
る
問
題
だ
け
に
、
円
滑
に
移
行
を
進
め
る
た
め
に
は
、
現
在
指
摘
さ
れ
て
い
る
諸
課
題
に
対
し
て
政

府
を
挙
げ
て
対
応
策
を
打
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
一
方
、
現
在
残
存
す
る
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
は
推
定
約
３
、５
０
０
万
台
と
い
わ
れ
、
こ
れ
ら
は
来
年
７
月
の
地
デ
ジ

完
全
移
行
で
大
量
の
“
廃
棄
物
”
と
な
る
こ
と
か
ら
、
不
法
投
棄
の
懸
念
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
要
テ
レ
ビ
の

処
分
に
関
す
る
対
策
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

　

地
デ
ジ
へ
の
移
行
、
廃
棄
物
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
特
に
自
治
体
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
り
、
政

府
は
自
治
体
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
き
で
す
。

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
左
記
の
と
お
り
、
完
全
地
デ
ジ
化
に
向
け
て
移
行
が
円
滑
に
進
む
よ
う
取
り
組
み
に

努
め
ら
れ
ま
す
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

１　

離
島
、
山
間
地
域
ほ
か
普
及
率
が
低
い
地
域
に
対
し
て
地
デ
ジ
移
行
の
啓
発
活
動
を
重
点
的
に
推
進
し
、

　
　

デ
ジ
サ
ポ（
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、全
国
現
在
52
か
所
）の
相
談
窓
口
を
さ
ら
に
増
や
す
こ
と
。 

２　

地
デ
ジ
に
関
す
る
個
別
相
談
会
を
自
治
体
で
も
き
め
細
か
く
実
施
で
き
る
よ
う
、
予
算
措
置
な
ど
の
支
援
策

　
　

を
十
分
に
講
じ
る
こ
と
。 

３　

地
デ
ジ
に
対
応
し
て
い
な
い
集
合
住
宅
に
対
す
る
ア
ン
テ
ナ
設
置
や
施
設
内
配
線
の
支
援
策
の
着
実
な
履
行
と
、

　
　

ビ
ル
陰
世
帯
に
つ
い
て
も
確
実
な
移
行
策
を
推
進
す
る
こ
と
。

４　

大
量
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
が
一
斉
に
廃
品
に
な
る
た
め
、
懸
念
さ
れ
て
い
る
不
法
投
棄
の
防
止
策
及
び
円
滑
な
リ

　
　

サ
イ
ク
ル
回
収
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
22
年
９
月
15
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

和　

高　

田　

市　

議　

会

委 員 会
審 査 結 果

総
務
財
政
委
員
会

　

平
成
22
年
度 

大
和
高
田
市 

一
般
会
計 

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

土
庫
墓
地
敷
地
内
の
施
設
に
つ

い
て
、
必
要
な
施
設
の
整
備
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
要
望
が
添
え

ら
れ
、
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り

可
決民

生
文
教
委
員
会

　

平
成
22
年
度 

大
和
高
田
市 

国
民
健
康
保
険
事
業 

特
別
会

計 

補
正
予
算
（
第
２
号
）
ほ
か
、

５
議
案

　

市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
健

診
の
受
診
率
向
上
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
の
要
望
が
添
え
ら
れ
、

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
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決
算
特
別
委
員
会

　

平
成
21
年
度 

大
和
高
田
市 

一

般
会
計
決
算　

ほ
か
、
10
議
案

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
決
算
並
び
に
企
業
会
計
決

算
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
審
査
し

た
う
え
で
、
収
入
・
支
出
が
適
法

か
つ
正
当
に
行
わ
れ
た
か
を
確
認

す
る
た
め
、決
算
特
別
委
員
会
（
委

員
７
名
）
が
設
置
さ
れ
、
各
議
案

の
審
査
が
議
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
22
年
度 

大
和
高
田
市 

下

水
道
事
業 

特
別
会
計 

補
正
予
算

（
第
１
号
） 
ほ
か
、
４
議
案

　

公
用
車
の
運
転
に
つ
い
て
、
事

故
の
な
い
よ
う
安
全
運
転
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
要
望
が
添
え

ら
れ
、
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り

可
決 環

境
建
設
委
員
会

◆
時
間
◆　

１
日
目
：
午
前
７
時
ご
ろ
〜
８
時
ご
ろ

２
日
目
：
午
後
６
時
ご
ろ
〜
７
時
ご
ろ

◆
議
員
に
よ
る
街
頭
活
動
◆

　
下
記
の
写
真
の
旗
を
持
っ
て
、

定
例
会
の
開
会
前
に
告
知
活
動
、

ま
た
、
閉
会
後
に
結
果
報
告
を
そ

れ
ぞ
れ
２
日
間
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
場
所
◆　

近
鉄
高
田
駅
前
・
近
鉄
高
田
市
駅
前

行 政 視 察

民生文教委員会
（諫早市　スクールネットの整備について）

環境建設委員会
（廿日市市　エコサポーターズクラブについて）

総務財政委員会
（岐阜市　コミュニティバスの運行について）

議会運営委員会
（豊田市　議会運営について）

開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て

　

各
委
員
会
が
所
管
の
課
題
に
対
し
、
先
進
自
治

体
の
事
業
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
す
る
行
政
視

察
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

5

火　災

火
災
が
多
く
な
る
季
節

　

年
末
を
迎
え
、乾
燥
し
た
日
々

が
続
き
ま
す
。
こ
の
時
期
、
12

月
か
ら
３
月
に
か
け
て
は
、
全

国
的
に
火
災
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
、
本
市
で
は
21
件
の
火

災
が
発
生
し
、
そ
の
う
ち
８
件
が

冬
の
期
間
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
、

火
の
取
り
扱
い
に
は
、
十
分
な

注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
火
災
で
亡
く
な
る
人
を

減
ら
す
た
め
に
、
平
成
21
年
６

月
に
、
火
災
警
報
器
の
設
置
が
、

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
だ

の
家
庭
は
、
早
め
に
取
り
付
け

て
く
だ
さ
い
。

火
事
を
だ
さ
な
い
た
め
に

 

● 

暖
房
シ
ー
ズ
ン
初
め
に
は
、

暖
房
器
具
の
点
検
を
充
分
に

 

● 

ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
、
衣

類
等
の
燃
え
や
す
い
物
を
置

か
な
い

 

● 

石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る

と
き
は
、
ス
ト
ー
ブ
の
火
は
、

必
ず
消
す

 

● 

寝
る
と
き
や
外
出
す
る
と
き

は
、
暖
房
器
具
の
火
を
消
す

自
主
防
災
組
織　
　

　

火
災
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
災
害
へ
の
初
期
対
応
は
、
と

て
も
大
切
で
す
。
町
内
会
な
ど
、

地
域
の
住
民
が
自
主
的
に
協
力

し
て
助
け
合
う
こ
と
が
、
被
害

を
軽
減
す
る
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。

　
「
自
主
防
災
組
織
」
づ
く
り
を

進
め
ま
し
ょ
う
。「
組
織
づ
く
り
」

に
つ
い
て
は
、
市
自
治
振
興
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
ま
ち
づ
く
り
振
興
室

　

自
治
振
興
課　

内
線
２
２
７
〕
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◎
と
き　

12
月
９
日
（
木
）

　

         

午
後
２
時
〜
４
時

◎
と
き　

12
月
７
日
（
火
）

　

         

午
後
１
時
〜
４
時

◎
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
会
館

◎
問
い
合
わ
せ　

　

広
報
情
報
課　

内
線
２
９
１

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、「
人
権
デ
ー
」
を

最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権

週
間
」
と
定
め
、
世
界
人
権
宣
言

の
意
義
と
、
人
権
尊
重
思
想
の
普

及
高
揚
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
12
月
４
日
か
ら
10
日

ま
で
を
「
第
62
回
人
権
週
間
」
と

し
て
、
広
く
国
民
に
人
権
デ
ー
の

意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
人
権

意
識
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
す
。 人

権
週
間　

12
月
４
日
～
10
日

み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち 

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心
〜 

特
設
人
権
相
談

大
和
高
田
市
人
権
教
育
研
修
会

瑞
宝
双
光
章

　
　
（
警
察
功
労
）　

　
　
　
　

川
本  

明
德
さ
ん

瑞
宝
単
光
章

　
（
矯
正
業
務
功
労
）

　
　
　
　

山
形  
正
美
さ
ん 

瑞
宝
単
光
章

　
　
（
消
防
功
労
）　

　
　
　
　

吉
岡  

彦
司
さ
ん

※今年度から掲載の基準を、勲章、文化勲章、褒章受章者としています。

◎
と
こ
ろ　

　

さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル

◎
内
容　

 

● 

劇
「
現
在
と
過
去　

〜
今
と

昔
〜　

ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー
と
倖
田

來
未
」

　
（
大
和
高
田
市
P
T
A
協
議

会
の
み
な
さ
ん
）

 

●  

講
演
「
今
、
子
ど
も
の
人
権

を
守
る
た
め
に
」

　
（
奈
良
市
教
育
委
員
会　

人
権
教

育
課　

松
原
成
和
さ
ん
）【
予
定
】

◎
問
い
合
わ
せ　

　

人
権
施
策
課　

内
線
２
９
８

かつらぎ「人権の花」運動

花を育て、思いやりの心を育む

　かつらぎ「人権の花」 運動が、11月9日・10日、
市内の各小学校でおこなわれました。児童たちは、
先生や人権擁護委員の皆さんといっしょに、パンジー
の苗を、プランターに植えました。
　この運動は、パンジーの花を人権の花として育て
ることで、協力する心とお互いの人権を尊重しあえる
心を育もうと、葛城人権擁護委員協議会と奈良地方
法務局葛城支局が、毎年、管内の全小学校に花の苗
と土、プランターなどを配布しているものです。

両
手
で
そ
っ
と
苗
を
お
い
て

み
ん
な
で
て
い
ね
い
に
土
を
か
け
ま
し
た 〔広報情報課〕

秋の叙勲
　平成22年度秋の叙勲において、永年にわたって各々の分野
で尽力された３名が受章されました。
　お祝いを申し上げ、今後ますますの活躍を祈念します。　
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水
道
の
蛇
口
か
ら
水
漏
れ
す
る
の

で
、
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
見

つ
け
た
業
者
に
、
電
話
で
修
理
を
依

頼
し
た
。
2
、
3
か
所
点
検
し
て

も
ら
い
、
一
応
水
漏
れ
は
止
ま
っ
た

が
、
水
道
管
が
古
い
の
で
、
明
日
、

外
の
水
道
管
を
掘
り
返
し
て
み
る
と

言
う
。
ど
れ
く
ら
い
費
用
が
か
か
る

か
と
聞
く
と
「
実
際
に
工
事
を
し
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
」
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
心
配
な
の
で
、
そ
の
場

で
契
約
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
日
の
水
漏
れ
の
修

理
費
用
を
尋
ね
る
と
、
３
万
円
を

要
求
さ
れ
た
。
チ
ラ
シ
に
は
「
費

用
は
３
千
円
か
ら
」
と
あ
っ
た
し
、

修
理
時
間
も
5
分
程
度
だ
っ
た
の

で
減
額
を
要
求
し
た
が
、
聞
き

入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
、

後
で
契
約
し
た
水
道
管
工
事
も
高

額
な
請
求
を
さ
れ
な
い
か
と
心
配

不
意
打
ち
性
が
な
け
れ
ば
…

　

こ
ち
ら
か
ら
業
者
に
依
頼
し
て

家
に
来
て
も
ら
っ
た
場
合
、「
不
意

打
ち
性
」
が
な
い
た
め
、
特
定
商

取
引
法
に
よ
る
「
訪
問
販
売
」
の

規
制
が
適
用
さ
れ
ず
、ク
ー
リ
ン
グ・

オ
フ
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
水
漏
れ
の
修
理
に
来
た
の
に
、

そ
の
場
で
勧
め
ら
れ
て
ト
イ
レ
の
取

替
契
約
を
し
た
場
合
な
ど
、
も
と

も
と
の
契
約
の
範
囲
以
外
の
も
の
で

あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
対

象
と
し
て
解
約
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

解
約
可
能
か
、
個
別
に
考
え
る

　

今
回
の
場
合
、
蛇
口
の
修
理
は
、

相
談
者
自
身
が
業
者
に
連
絡
し
て

依
頼
し
た
も
の
な
の
で
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

後
で
契
約
し
た
水
道
管
工
事
に

つ
い
て
は
、
も
と
も
と
の
依
頼
内

容
（
蛇
口
の
修
理
）
と
は
別
の
、

訪
問
業
者
か
ら
の
勧
誘
に
よ
る
契

約
な
の
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に

よ
る
解
約
が
可
能
で
す
。

相
談
事
例

高額な修理費用を
請求する水道業者

だ
。
解
約
し
た
い
。

<

60
歳
代　

女
性

請
求
金
額　

３
万
円

<

☆
複
数
の
相
談
事
例
を
元
に
、一
般
的

な
相
談
と
し
て
構
成
し
た
も
の
で

す
。
特
定
の
相
談
事
例
を
示
す
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
正
し
く
知
る
」
こ
と
の
大
切
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
ハ
ン
セ
ン
病
と
人
権
～

95

　
「
病
気
を
正
し
く
理
解
し
な
い
こ
と

が
、
差
別
と
偏
見
を
さ
ら
に
助
長
し
、

誤
っ
た
憶
測
は
肥
大
化
し
、
真
実
の

ご
と
く
人
の
意
識
に
根
づ
い
て
い
っ

た
の
で
す
」

　

こ
れ
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
扱
っ
た
映

画
「
あ
つ
い
壁
」
の
、
中
山
節
夫
監

督
の
言
葉
で
す
。
ハ
ン
セ
ン
病
と
は
、

１
８
７
３
年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ハ
ン

セ
ン
が
発
見
し
た
ら
い
菌
に
よ
っ
て
、

主
に
皮
膚
や
抹
消
神
経
が
侵
さ
れ
る

感
染
症
の
一
つ
で
、
感
染
し
て
も
発
症

す
る
こ
と
が
、
極
め
て
ま
れ
な
病
気

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

か
つ
て
日
本
で
は
、こ
の
病
気
は
※
「
癩

（
ら
い
）」あ
る
い
は「
癩
病（
ら
い
び
ょ

う
）」
と
い
わ
れ
、
不
治
の
病
と
考
え

ら
れ
た
こ
と
か
ら
恐
ろ
し
い
伝
染
病

の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
、わ
が
国
は
「
癩
（
ら

い
）
予
防
ニ
関
ス
ル
件
」【
１
９
０
７

（
明
治
40
）
年
】
の
法
律
制
定
以
降
、

す
べ
て
の
患
者
を
終
生
療
養
所
に
隔

離
す
る
と
い
う
厳
し
い
対
策
を
取
り

続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
意

識
や
対
策
に
よ
っ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
や
そ
の
家
族
が
厳
し
い
差
別
や

偏
見
の
目
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
の
で

す
。

　

１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年
に
プ
ロ

ミ
ン
と
い
う
特
効
薬
（
現
在
で
は
、

多
剤
併
用
療
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）

が
開
発
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
隔

離
対
策
は
依
然
と
し
て
続
け
ら
れ
、

１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
「
ら
い
予

防
法
」
が
廃
止
さ
れ
た
今
日
で
も
、

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
対
す
る
差
別
意

識
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　
「
差
別
意
識
は
、
空
気
を
吸
う
が
ご

と
く
人
の
心
に
入
り
込
む
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
「
み
ん
な

が
そ
う
言
う
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
、

あ
た
か
も
正
し
い
こ
と
を
知
っ
て
い

る
か
の
よ
う
な
感
覚
に
陥
っ
て
い
る

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
こ

と
が
、
差
別
や
偏
見
を
助
長
す
る
こ

と
も
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

差
別
や
偏
見
を
な
く
し
て
い
く
第
一

段
階
と
し
て
、「
正
し
く
知
る
」
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
怖
い
の
は
、
ハ

ン
セ
ン
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
し

い
こ
と
を
知
ら
な
い
が
た
め
に
起
こ

る
差
別
や
偏
見
が
怖
い
の
で
す
。

※
か
つ
て
は
【
癩
（
ら
い
）
病
】
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
呼
称
に
は

古
来
か
ら
の
偏
見
・
差
別
の
印
象
が
強

い
の
で
、
患
者
団
体
か
ら
の
提
唱
を
受

け
、
病
名
が
【
ハ
ン
セ
ン
病
】
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕
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● 市消費生活センター 　 ▽相談日時　月・火・木・金曜日　午前10時〜午後4時　 ▽ところ　市役所3階 　 ▽予約先　内線314
● 県消費生活センター中南和相談所　 ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後5時（受付は午後4時まで） 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▽ところ　県高田総合庁舎2階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

　
お
母
さ
ん
が
病
気
で
、
沈
ん
で
い
る
家
の

人
た
ち
。
ネ
ズ
ミ
に
誘
わ
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス
準

備
に
奔
走
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ネ
コ
。
刻
一
刻

と
近
づ
く
ク
リ
ス
マ
ス
。
ネ
コ
と
ネ
ズ
ミ
の
様

子
に
一
喜
一
憂
す
る

け
れ
ど
、
ラ
ス
ト

ペ
ー
ジ
で
は
ホ
ッ

と
温
か
く
な
る
よ

う
な
絵
本
で
す
。

ア
リ
ス
ン
・
ア
ト
リ
ー 

作
、
上
條 

由
美
子 

訳

山
内 
ふ
じ
江 

絵
／
福
音
館
書
店

『
ク
リ
ス
マ
ス
の
ち
い
さ
な
お
く
り
も
の
』

包
む
・
込
め
る
・
託
す

　

誰
か
に
何
か
を
渡
す
時
、
少
し

の
変
化
で
う
れ
し
さ
が
増
す
も
の
で

す
。
日
本
で「
包
む
」も
の
に
は
、〈
ふ

ろ
し
き
〉
が
あ
り
ま
す
。
古
く
か
ら

あ
る
ふ
ろ
し
き
で
す
が
、
活
用
方
法

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
。

今
回
は
、「
包
む
」・「
ふ
ろ
し
き
」

に
関
す
る
本
の
ご
紹
介
で
す
。

『
ラ
ッ
ピ
ン
グ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
』

（
内
田 

三
紗
子 

著
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

　

贈
り
物
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
贈

り
手
も
受
け
手
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
素
材
や
包
み
方
な

ど
、
少
し
変
え
る
こ
と
で
ガ
ラ
ッ

と
変
身
！
カ
ラ
ー
写
真
が
い
っ
ぱ
い

の
入
門
書
で
す
。

『
ふ
ろ
し
き
便
利
帖
』

（
菊
田 

圭
子 

著
／
講
談
社
）

　

ふ
た
つ
の
結
び
方
を
マ
ス
タ
ー

す
れ
ば
、
組
み
合
わ
せ
次
第
で

活
用
＆
楽
し
み
は
何
十
通
り
に

も
広
が
り
ま
す
。
著
者
が
言
う

「
魔
法
の
布
」
ふ
ろ
し
き
。
改
め

て
ふ
ろ
し
き
の
使
い
方
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
本
で
す
。

『
に
ゃ
に
ゃ
の
ま
ほ
う
の
ふ
ろ
し
き
』

（
わ
た
り 

む
つ
こ 

作
／
ポ
プ
ラ
社
）

　

ふ
ろ
し
き
と
言
え
ば
「
緑
の
唐

草
模
様
」。
そ
ん
な
ふ
ろ
し
き
を

「
家
宝
」
と
し
て
誕
生
日
に
も
ら
っ

た
子
ね
こ
の
に
ゃ
に
ゃ
。
に
ゃ
に
ゃ

が
信
じ
る
言
い
伝
え
と
は
…
!?

12月の新着図書12月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書一般書
『
完
全
図
説
戦
国
姫
君
列
伝
』　　
　

榎
本 

秋 

著
／
朝
日
新
聞
出
版

『
子
ど
も
に
薬
を
飲
ま
せ
る
前
に
読
む
本
』   

山
田 

真 

著
／
講
談
社

『
ス
ポ
ン
ジ
は
ん
こ
』　　
　
　
　

 

主
婦
の
友
社 

編
／
主
婦
の
友
社

『
だ
い
こ
ん
だ
ん
め
ん
れ
ん
こ
ん
ざ
ん
ね
ん
』

　

加
古 

里
子 

作
／
福
音
館
書
店

『
が
ら
が
ら
ご
ろ
ご
ろ
』　　
　
　
　
　
　

西
村 

敏
雄 

作
／
童
心
社

『
お
は
な
し
だ
い
ど
こ
ろ
』
さ
い
と
う 

し
の
ぶ 

作
／
P
H
P
研
究
所

◎クリスマス会

▽とき　12月11日（土） 
　　　  ごぜん10じ30ぷんから

▽ところ　としょかん2かい

▽たいしょう　なんさいの子
こ

どもでも、さんか
できます。

 ● 群
ぐん

読
どく

 『かさこじぞう』
 ● パネルシアター『ぶたたぬききつねねこ』
※「おはなし会」・「きらら」合同のクリスマ

ス会のため、第4土曜日の「きらら」はあ
りません。

※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。

備
え
あ
れ
ば
、
憂
い
な
し

　

水
道
や
ト
イ
レ
の
修
理
で
は
、
提

示
さ
れ
た
料
金
が
高
額
で
も
、「
緊

急
を
要
す
る
た
め
、
仕
方
な
く
了

承
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
場
合

が
多
い
よ
う
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル
に
あ

わ
な
い
た
め
に
は
、
修
理
が
必
要
に

な
っ
た
時
の
た
め
に
、
事
前
に
準
備

を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
分
で
応
急
処
置
が
で
き
る
よ

う
元
栓
や
止
水
栓
の
場
所
を
確
認

し
た
り
、
複
数
の
業
者
か
ら
見
積

も
り
を
と
り
、
安
心
し
て
修
理
を

頼
め
る
業
者
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

〔
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
内
線
３
１
４
〕

のどが…痛いです…。

そんなに声をからして、どうしたんだい？

昨日、カラオケで歌いすぎてしまって…。

何事もほどほどにね。そうそう、最近「『カ
ラオケ著作権』を買い取ると、カラオケが
歌われるごとに『配当金』が得られる」と

勧誘された、という相談が急増しているんだよ。
誰かが歌うたびに配当があるなら、かなりの収
入になりそうな気がしますね。

ところが、よく契約内容を見ると、その多く
が「カラオケについて書かれた文

・
章
・

」など
の著作権買い取りで、実際には、誰かが歌

うたびに配当が受けられるわけではないんだ。
それで損したら、今度は悔し涙で声をからしそ
うです…。

「カラオケ著作権」の
買い取りには要注意！

教えて！
最新情報

消費者

消費者

消費者から連絡して注文（不意打ち性なし）

業者等から勧誘して契約（不意打ち性あり）

↓

ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
の
対
象

↓

ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
の
対
象
外

（電話） （訪問）
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＊ 大根ステーキ　　　
　　　　　（４人分）

〈エネルギー〉（１人分）
99キロカロリー
たんぱく質 ……… 1.8g
カルシウム ……… 29 mg　　

　A
　みりん ……………… 大さじ２
　 酒 ………………… 大さじ２
　しょうゆ …………… 大さじ２
　砂糖 ……………… 大さじ１

☆大根 ……………… 1/2本　
   しめじ ……………… 1/2パック
   塩、こしょう …… 少々
　ごま油 …………… 適宜

簡単、ヘルシーな和風
ステーキです。53          

〈作り方〉
１ しめじは石づきを取り、小房に分ける。
２ 大根は、皮をむいて２㎝幅に切り、両面に細かな格子状の切り目を入れる。耐熱

容器に入れてラップをし、電子レンジでやわらかくなるまで（６～８分）加熱す
る。水気をきる。

３ フライパンにごま油を熱し、しめじをこんがりと炒める。塩、コショウをして、いっ
たん取り出す。

４ フライパンをさっとふいて、大根を入れ中火で両面を焼く。
    こげ目がついたら弱火にし、Ａを加えて味をからめる。
５ 器に大根を盛り、炒め汁をかけて、しめじを添える。

　年中出回っている大根ですが、旬は
冬です。ビタミンＣを含み、胃での消
化吸収を助ける働きがあります。ヒゲ根
が少なく、ハリとツヤがあり、ずっしりと
重みがあるものを選んでください。
　　　　　　　　　　〔保育課〕

「
子
ど
も
の
気
持
ち
に

　
　

寄
り
添
う
」
っ
て

　

数
年
前
、
３
年
生
を
担
任
し
た
と

き
の
話
で
す
。
行
事
を
終
え
た
後
、

あ
る
お
母
さ
ん
か
ら

「
先
生
、
子
ど
も
と
一
緒
に
、
写
真

を
撮
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」

と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
３
年
生

の
子
ど
も
と
写
真
を
撮
る
と
い
う
の

で
、
身
長
差
も
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
顔

が
並
ぶ
よ
う
に
ひ
ざ
を
曲
げ
て
、
子

ど
も
の
横
に
並
ん
で
二
人
の
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
お
母

さ
ん
が
、

「
先
生
、
う
れ
し
い
わ
ぁ
」

と
、
大
変
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
ど

う
い
う
こ
と
か
と
話
を
聞
く
と
、
た

だ
子
ど
も
と
同
じ
目
線
に
立
っ
て
写

真
を
撮
っ
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
が
、『
な
る
ほ
ど
、
た
だ
そ

れ
だ
け
の
こ
と
だ
け
ど
、
さ
れ
ど
そ

う
な
ん
だ
』
と
、
お
母
さ
ん
か
ら
教

え
ら
れ
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

　

大
人
と
子
ど
も
は
立
場
が
違
っ
て

い
る
の
は
当
然
で
、
親
で
あ
れ
教
師

で
あ
れ
、
子
ど
も
に
教
え
る
こ
と
が

中
心
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
子
ど

も
の
思
い
を
聴
き
な
が
ら
、
子
ど
も

に
と
っ
て
何
が
一
番
良
い
こ
と
な
の

か
を
、子
ど
も
と
一
緒
に
考
え
た
り
、

子
ど
も
に
言
葉
を
か
け
た
り
す
る
こ

と
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
来

た
時
、
子
ど
も
の
表
情
を
見
て
、
い

つ
も
と
違
う
な
あ
と
感
じ
た
ら
、
子

ど
も
に
、
ど
う
い
う
こ
と
ば
を
か
け

て
い
ま
す
か
？

　

す
ご
く
う
れ
し
そ
う
な
顔
を
し
て

い
た
時
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
子

ど
も
か
ら

「
あ
の
ね
、
今
日
学
校
で
・
・
」

と
、
自
分
か
ら
話
し
か
け
て
く
る
場

合
は
、
話
を
聴
い
て
あ
げ
れ
ば
い
い

の
で
す
が
、
何
も
言
わ
な
か
っ
た
時

は
、

「
な
に
か
、
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
っ

た
の
？
」

と
聞
く
の
も
、ひ
と
つ
の
方
法
で
す
。

し
か
し
、

「
な
に
か
、
う
れ
し
そ
う
や
ね
」

と
、
子
ど
も
の
表
情
を
認
め
る
だ
け

で
も
、
子
ど
も
は
満
足
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

逆
に
、
悲
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い

た
時
に
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
。
子
ど

も
は
、
悲
し
い
理
由
は
、
言
い
た
く

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の

に
、

「
悲
し
い
こ
と
あ
っ
た
ん
と
違
う
？

ど
う
し
た
の
」

と
問
い
か
け
て
、
子
ど
も
の
落
ち
込

ん
で
い
る
心
に
入
り
込
ん
で
し
ま
う

と
、
余
計
に
子
ど
も
は
、
負
担
に
思

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
ん
な
時
は
、

「
悲
し
そ
う
な
顔
し
て
る
よ
。
わ
た

し
は
、
い
つ
で
も
あ
な
た
の
味
方
だ

か
ら
ね
」

と
声
を
か
け
る
だ
け
で
、子
ど
も
は
、

安
心
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

　

大
人
か
ら
子
ど
も
に
対
し
て
、
一

方
的
に
こ
う
し
た
方
が
良
い
と
考
え

て
行
動
す
る
よ
り
も
、
子
ど
も
の
目

線
に
立
ち
、
ど
う
し
て
ほ
し
い
か
を

考
え
な
が
ら
、
子
ど
も
に
寄
り
添
う

大
人
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕
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大和高田市歯科医師会

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て

　

最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌

な
ど
で
、
し
ば
し
ば
目
に
す
る
機

会
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
今

回
は
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
概
要
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。　
　

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
歯
を
失
っ

た
部
分
の
歯
槽
骨
（
歯
が
植
わ
っ

て
い
る
あ
ご
の
骨
）
に
、
チ
タ
ン

製
な
ど
の
人
工
の
歯
の
根
を
植
え

る
手
術
を
し
て
、
骨
と
な
じ
む
の

を
待
っ
て
、上
に
か
ぶ
せ
も
の
（
ク

ラ
ウ
ン
等
）
を
か
ぶ
せ
る
一
連
の

治
療
法
を
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
と

い
い
ま
す
。

　

術
式
は
、
き
ち
ん
と
麻
酔
を

効
か
せ
て
お
こ
な
い
ま
す
か
ら
、

ほ
と
ん
ど
無
痛
で
す
。

　

術
後
の
腫は

れ
や
痛
み
は
、
ケ
ー

ス
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
鎮
痛

（資料提供　アジリティ・コーポレーション）

剤
や
消
炎
剤
で
治
ま
る
程
度
か
、

何
と
も
な
い
こ
と
も
多
い
よ
う
で

す
。

　

た
だ
、
骨
と
な
じ
む
の
に
、
数

か
月
か
ら
半
年
か
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
間
は
、
仮

歯
等
で
経
過
を
見
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
こ
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

治
療
は
、
ケ
ー
ス
を
選
び
ま
す
。

ど
な
た
に
で
も
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
身
的
な
疾
患

（
糖
尿
病
や
心
臓
病
、
血
液
疾

患
等
）
の
あ
る
人
や
、
あ
ご
の
骨

が
少
な
い
人
、
生
活
習
慣
と
し

【抜歯後の歯の治療法の比較】

ブリッジ 部分入れ歯 インプラント

て
お
口
の
衛
生
状
態
を
き
れ
い
に

保
て
な
い
人
な
ど
は
、
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
が
不
可
能
な
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

と
は
い
え
、
総
入
れ
歯
の
人
で

も
、
簡
単
な
ミ
ニ
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

と
い
う
も
の
を
入
れ
て
、
入
れ
歯

の
安
定
を
得
る
方
法
も
あ
り
ま

す
し
、
磁
石
で
入
れ
歯
を
く
っ
つ

け
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
主
治
医
の
先
生

と
よ
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

充
分
な
説
明
を
受
け
た
う
え
で
、

判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
の
部
分
は
、
他
の
歯

以
上
に
、
よ
り
清
潔
を
保
つ
こ

と
が
絶
対
条
件
で
す
。
そ
れ
に
、

定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
必
要

で
す
。

　

う
ま
く
付
き
合
え
ば
、
入
れ

歯
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
快
適

さ
が
あ
り
ま
す
が
、
お
ろ
そ
か
に

す
る
と
、
通
常
の
入
れ
歯
や
ブ

リ
ッ
ジ
よ
り
も
リ
ス
ク
が
あ
る
こ

と
も
事
実
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
よ
う
！

　
冬
に
な
っ
て
気
に
な
る
の
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
で
す
。

高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
人
は
、
重

症
化
し
や
す
く
、
時
と
し
て
生

命
を
お
び
や
か
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
個
人
が
お
こ
な
う
感
染
防

止
策
は
、
新
型
・
季
節
性
と
も
に

共
通
で
、「
か
か
ら
な
い
」「
う
つ

さ
な
い
」
で
す
。

★ 

か
か
ら
な
い
工
夫

 

● 

人
ご
み
を
避
け
る

 

● 

帰
宅
時
･
食
事
前
の
、
手
洗

　

い
と
う
が
い

 

● 

体
調
を
整
え
る

 

● 

予
防
接
種
を
う
け
る

　

感
染
を
１
０
０
％
は
防
げ
ま
せ

ん
が
、
も
し
感
染
し
て
も
病
状
の

悪
化
を
防
ぎ
ま
す
。

　

今
季
か
ら
、
新
型
と
季
節
性
の

ワ
ク
チ
ン
が
一
本
化
さ
れ
、
優
先

接
種
対
象
者
も
定
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
主
治
医
と
相
談
の
う
え
、

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
（
広

報
誌
「
や
ま
と
た
か
だ
」
10
月

号
６
ペ
ー
ジ
参
照
。
※
山
根
整
形

外
科
は
、65
歳
未
満
の
み
の
実
施
で
す
）

★ 

う
つ
さ
な
い
配
慮

　
咳せ
き
・
く
し
ゃ
み
の
で
る
時
に
、

他
人
に
感
染
さ
せ
な
い
た
め
の
エ

チ
ケ
ッ
ト

 

● 

咳
や
く
し
ゃ
み
の
際
は
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
お
お
い
、

他
の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け
、
１

〜
２
ｍ
以
上
離
れ
る

 

● 

鼻
汁
・
痰
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

　

は
す
ぐ
に
捨
て
、
手
を
洗
う

 

● 

マ
ス
ク
を
着
用
す
る

な
ど
で
す
。

　

ま
ず
は
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

〔
地
域
包
括
支
援
課 

　
　
　
　
　
　
　

内
線
５
５
８
〕
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大和高田市職員の給与・定員管理等の詳しい内容は、大和高田市役所のホームページで、来年3月ごろ、公表する予定です。
  URL  http://www.city.yamatotakada.nara.jp/

21年度
支給実績（21年度決算） 116,948千円

支給職員1人当たり平均支給年額 182千円

20年度
支給実績（20年度決算） 103,948千円

支給職員1人当たり平均支給年額 174千円

計　画　期　間
数値目標

始期 終期

平成17年4月1日 平成22年4月1日 66人の削減

職員数の状況
（1）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）
6

特別職の報酬等の状況（平成22年4月1日現在）5

（注）１．職員数は一般職に属する職員数です。
　   ２．【　　】内は、条例定数の合計です。

（2）定員適正化計画の数値目標
①定員適正化目標

②平成22年4月1日（計画終期）の定員の目標数値と達成数値
● 計画始期（H17）より、118人の人員削
   減をしました。
  （注）教育長、市立病院を除いた人数です。

（注）１．給料および報酬の（　）内は、減額措置をおこなう前の金額です。
　   ２．退職手当の「1期の手当額」は、4月1日現在の給料月額および支給率
　　　 に基づき、1期（4年＝ 48月）勤めた場合における退職手当の見込額です。

（5）時間外勤務手当

（6）その他の手当（平成22年4月1日現在）

区   分
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
平成21年度 平成22年度

議会 5 5

総務 78 70 △8 事務統廃合と減員

税務 27 29 2 収納対策室増員

労働 0 0

農水 4 4

商工 4 4

土木 41 40 △1 建築住宅課減員

民生 150 146 △4 保育所等減員

衛生 76 75 △1 環境衛生課減員

計 385 373 △12
〈参考〉
人口1万人当たり職員数 52.83人

教育部門 127 117 △10 小学校給食業務の一部業務民間委託等

小計 512 490 △22
〈参考〉
人口1万人当たり職員数 69.40人

病院 423 426 3 業務増による医師・技師増員

水道 23 22 △1 事務統廃合による減員

下水道 10 9 △1 減員

その他 36 36

小計 492 493 1

合　計 1,004
【1,268】

983
【1,268】 △21

〈参考〉
人口1万人当たり職員数139.22人

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

公
営
企
業
等
会
計
部
門

区分 内　　容 国の制度との異同

○配偶者・・・・・・・13,000円
○配偶者以外の扶養親族
　　　　・・・・・・・・6,500円
　（配偶者のいない場合
　　 1人目は・・・・11,000円
○扶養親族のうち特定期間にある子
　 （1人につき）・・・5,000円加算

○配偶者・・・・・・・13,000円
○配偶者以外の扶養親族
　　　　・・・・・・・・6,500円
　（配偶者のいない場合
　　 1人目は・・・・11,000円
○扶養親族のうち特定期間にある子
　 （1人につき）・・・5,000円加算

○借家・借間
　    最高支給限度額・・・27,000円
○持家・・・・・・・・・・3,000円

○借家・借間
　    最高支給限度額・・・27,000円
○持家・・・・・・・・・・       0円

○交通機関利用
　    最高支給限度額・・・55,000円
○交通用具（自転車・自動車等）利用
　2km以上5ｋｍごとに13段階の区分
　（最高支給限度額 24,500 円）

○交通機関利用
　    最高支給限度額・・・55,000円
○交通用具（自転車・自動車等）利用
　2km以上5ｋｍごとに13段階の区分
　（最高支給限度額 24,500 円）

扶
養
手
当

住
居
手
当

通
勤
手
当

区分 給　料　月　額　等

市　長 784,000円（980,000円） 20％減額
副市長 648,000円（810,000円） 20％減額
議　長 670,000円（670,000円）
副議長 580,000円（580,000円）
議　員 540,000円（540,000円）

市　長

副市長

（平成22年度支給割合） 6月期 1.45月分 市長は50％、副市
長は30％減額して
います。

12月期 1.65月分
計 3.10月分

議　長 （平成22年度支給割合） 6月期 1.45月分 各期報酬の10％×
6か月分減額してい
ます。

副議長 12月期 1.65月分
議　員 計 3.10月分

（算定方式） （1期の手当額）　　（支給時期）
市　長 980,000円×在職月数×0.5 23,520,000円　 （任期毎）
副市長 810,000円×在職月数×0.3 11,664,000円　 （任期毎）

給
料

報
酬

期
末
手
当

退
職
手
当

　〔人事課　内線 212〕

目
標
値

613人
達
成
値

561人

　

ま
っ
す
ぐ
に
、
広
い
道
が
つ

づ
い
て
い
ま
す
。　

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ

で
し
ょ
う
。
こ
た
え
は
、
後
の

ペ
ー
ジ
で
す
。

大和高田市職員の給与・定員管理などの概要
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　大和高田市では、市職員の給与・定員管理などの状況を知っていただくために、毎年その概
要を公表しています。

区分 住民基本台帳人口
（年度末）

歳出額
（A） 実質収支 人件費

（B）
人件費率
 （Ｂ）／（Ａ）

（参考） 
20年度の
人件費率

21
年度

70,606人
（平成22年3月31日）

千円
23,864,889

千円
△ 780,082

千円
5,195,558

％
21.8

％
22.5

区分 職員数
（A）

給与費 1人当たり
給与費（B）/（A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

22年度
人

492
千円

2,013,594
千円

288,862
千円

761,299
千円

3,063,755
千円

6,227

区分
一般行政職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

大和高田市 46.3歳 345,023円 402,486円

国 41.9歳 325,579円 395,666円

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1級 事務員・技術員 17人 5.6％

2級 主事 14人 4.7％

3級 主任 88人 29.2％

4級 係長・主査 78人 25.9％

5級 課長補佐 48人 15.9％

6級 次長・課長 46人 15.3％

7級 部長 10人 3.3％

計 301人 100％

区分 大和高田市 国

一　般
行政職

大学卒 167,034円 172,200円

高校卒 140,165円 140,100円

支給実績（平成21年度決算） 0円

支給対象職員１人当たり平均支給年額 0円

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率）

市内全域 0％ 0人 6％

支給実績（平成21年度決算） 358,914千円

支給対象職員１人当たり平均支給年額 594,228円

職員全体に占める手当支給職員の割合 61.6％

手当の種類（手当数） 16種類

大　和　高　田　市 国
（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.5 月分 30.55月分 勤続20年 23.5 月分 30.55月分
勤続25年 33.5 月分 41.34月分 勤続25年 33.5 月分 41.34月分
勤続35年 47.5 月分 59.28月分 勤続35年 47.5 月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分 最高限度額 59.28月分 59.28月分
その他の加算措置 その他の加算措置
定年前早期退職特別措置（2％〜 20％加算） 定年前早期退職特別措置（2％〜 20％加算）
1人当たり平均支給額
　　　　3,261千円　26,906千円

経験年数 10年 15年 20年

一　般
行政職

大学卒 254,874円 292,875円 318,732円

高校卒 − 257,011円 286,275円

 ● 普通会計とは、一般会計に一部の特別会計を加えたも
のです。（国民健康保険事業、後期高齢者医療保険
事業、下水道事業および介護保険事業などの特別会計
と、公営企業会計は含まれません）

 ● 一般行政職とは、総職員数から教育職、医療職、福祉職、
技能労務職および企業職などを除いたものです。

 ● 平成14年1月から当分の間、特別職等の給料、一般職の管
   理職手当および市議会議員の期末手当を減額しています。
 ● 平成19年度から平成24年度まで、期末手当を市長は
         50%、副市長は30%、教育長は20%減額しています。
 ● 平成19年4月1日から平成25年3月31日までの間、職員（医

療職を除く）の給料を3%減額しています。

総括
（1）人件費の状況（普通会計決算）
1

職員の平均給料月額、初任給等の状況
（1）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成22年4月1日現在）
2

職員の手当の状況
（1）期末手当・勤勉手当
4

一般行政職の級別職員数等の状況（平成22年4月1日現在）3

（2）職員の初任給の状況（平成22年4月1日現在）

（2）退職手当（平成22年4月1日現在）

（注）１．平成21年度の歳出額に対する人件費の割合です。
　   ２．人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成21年度に退職した職員
　　に支給された平均額です。
　   

（3）地域手当（平成22年4月1日現在）

（注）１．平成22年度の職員数と職員1人当たりの平均年間給与費です。
　   ２．職員手当には退職手当を含みません。

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合は、
　　採用後の年数をいいます。

（注）１．大和高田市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　 ２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成22年4月1日現在）

（4）特殊勤務手当（平成22年4月1日現在）

大　和　高　田　市  国

1人当たり平均支給額（平成21年度）　1,423千円
（21年度支給割合） （21年度支給割合）

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
6月期 1.25月分 0.7月分 6月期 1.25月分 0.7月分

12月期 1.50月分 0.7月分 12月期 1.50月分 0.7月分
計 2.75月分 1.4月分 計 2.75月分 1.4月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置

大和高田市職員の給与・定員管理などの概要
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試験 選考 計

一般行政職 0 0 0

教育職 4 0 0

医療職 28 8 36

定年 定年前
早期退職

自己
都合 その他 計

一般行政職 6 21 1 28

技能労務職 5 0 2 7

教育職 5 0 0 5

医療職 0 1 19 20

計 16 22 22 60

処分事由 戒告 減給 停職 免職

法令に違反した場合

職務上の義務に違反し
または職務を怠った場合

全体の奉仕者たるにふさわ
しくない非行のあった場合

計 0 0 0 0

処分事由 降任 免職 休職 降給

勤務実績が良くない場合

心身の故障の場合 29

職に必要な適格性を欠く場合

職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員を生じた場合

刑事事件に関し起訴された場合

条例で定める事由による場合

計 29

平成20年 平成21年

大和高田市 94.1 94.7

認定件数 傷病 死亡

公務上の災害 18 0

通勤途上の災害 1 0

業務の種類 件数

勤務条件に関する措置の要求の状況 0

不利益処分に関する不服申立ての状況 0

職員の苦情処理についての状況 0

法令等及び上司の職務上の命令に従う義務

信用失墜行為の禁止

秘密を守る義務

職務に専念する義務

政治的行為の制限

争議行為等の禁止

営利企業等の従事制限

職員の任免に関する状況
（1）採用者の状況（平成21年度）
1

公平委員会の業務の状況
　　　　　　　　　（平成21年度）
8

職員の服務の状況
〈服務に関する基本原則の概要〉
5

奈良県からの派遣職員2名（教育職）

（2）退職者の状況（平成21年度）

職員の給与の状況
（1）ラスパイレス指数の状況
　ラスパイレス指数とは、国家公務員
の給料を100としたときの本市職員の
給料の水準を指数で示したものです。

2

職員の分限処分および
　 懲戒処分の状況

（1）分限処分の概要および状況
　分限処分とは、公務の能率の維持
およびその適正な運営の確保のために
おこなう処分です。　（平成21年度）

4

職員の福祉および
　 利益の保護の状況
　公務災害補償の概要と実施状況
　公務上の災害（負傷、疾病、障が
いまたは死亡）または通勤による災害
を受けた場合、地方公務員災害補
償基金から一定の補償がなされます。
　　　　（平成21年度）

7

職員の勤務時間
　  その他の勤務条件の状況

（1）職員の勤務条件、休憩・休息時間
　  の概要（平成22年4月1日現在）
　職員の勤務時間は、一部の施設等
を除き、8時30分から17時15分までの
1日7時間45分、週38時間45分です。
このうち60分の休憩時間があります。

（2）職員の年次休暇の概要と取得状況
　労働基準法の規定に従い、原則
として1年に20日の有給休暇が与えら
れます。
 ● 平成21年中（1月1日〜 12月31日）
　の平均取得日数・・・9.6日

3

職員の研修の状況
（1）人材育成基本方針の概要
　職員の能力開発を総合的、計画
的に推進するための基本的な事項を
明確にし、能力開発に関する諸施策
実施の基準とするため、平成17年4
月に ｢大和高田市人材育成基本方
針｣ を策定しました。

（2）研修方針
　平成22年度職員研修は、人材育
成基本方針にのっとり、住民ニーズ
の高度化・複雑化に対応できる政策
形成能力、困難な課題を克服するた
めの問題発見・解決能力、行政の公
正さや透明性を確保するうえで必要な
法務能力等の養成や、職場での人
材育成・自己啓発の支援を中心に実
施していきます。

6

（2）給与抑制措置の状況
〈一般職〉
　行財政改革のため、平成18年4月
1日から地域手当6％を0％に削減して
います。また、管理職手当は平成14
年1月1日から段階的に削減し、平成
19年4月1日からは医療職・教育職以
外の職で、定額制としています。期
末勤勉手当にかかる役職加算は平
成16年12月からおおむね50%削減し
ています。
　特殊勤務手当は、平成17年4月
に大幅見直し（廃止・減額）をおこな
いました。

〈常勤の特別職〉
　行財政改革のため、平成14年1月
1日から報酬を市長15%、助役・収入
役・教育長10%削減し、平成18年
4月1日からは4役ともに15%削減し、
平成19年4月1日からは市長、副市長、
教育長ともに20％減額しています。
　また、期末手当を平成19年4月1
日から平成25年3月31日の間、市長
50%減額、副市長30%減額、教育
長20%減額しています。

※同一の者が複数回にわたって処分に付され
　た場合、その数を重複して計上しています。

（2）懲戒処分の概要および状況
　懲戒処分とは、公務員としてふさわ
しくない非行があった場合など職員の
一定の義務違反に対して道義的責任
を問う処分であり、それによって地方
公共団体における規律と公務遂行の
秩序を維持することを目的としていま
す。　（平成21年度）

　　　　　　〔人事課　内線 212〕

大和高田市人事行政の運営等の状況
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　「いつまでも寒いね」「暑い！早く涼しくならない
かな」が口ぐせ、厳しい１年でした。その中で、大極
殿で奈良時代に思いをはせ、はやぶさの帰還カプ

セルを見ながら宇宙の話をきいたことは、まさに、平城宮跡
会場で歌った「時空のつばさ」を感じる時間でした。（Y）

　オリオン座が南の空に輝きだすと、いよいよ年末。今年の10大ニュース
をあげてみると、東京ドームでの取材、恩師との36年ぶりの再会、マラソン
への再挑戦、18年ぶりの車の買い替え等 ・々・・。そして、取材先での、一つ
一つの出会いもまた、私にとっては、一つ一つの大切なニュースです。（M)
　バレーボール女子の、世界選手権での銅メダル。体格で劣る日本が、長
身から繰り出されるスパイクに必死で食らいつく姿に、感動を覚えまし
た。何となく日本全体が自信を失いつつあるように思えるこのごろで
すが、大きな勇気をもらえたような気がします。（Ｋ）
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　　　　　大和高田市役所
TEL.22-1101　FAX.52-2801

さざんかホール TEL.53-8200 FAX.53-8201
中央公民館 TEL.22-1315 FAX22-1316
図　書　館 TEL.52-3424 FAX52-9415
水道部門 TEL.52-1365 FAX23-3850

総合福祉会館 TEL.23-0789 FAX24-2730
社会福祉協議会 TEL.23-5426 FAX23-2298
クリーンセンター
企画総務・環境整備課 TEL.52-1600 FAX52-1685
美化推進課 TEL.53-5383
保健センター TEL.23-6661 FAX23-6660
市立病院 TEL.53-2901 FAX53-2908
青少年課 TEL.23-1322 FAX23-2344

生涯学習課 TEL.53-6264 FAX53-6364
葛城コミュニティセンター TEL.23-8001 FAX23-8001
総合体育館 TEL.22-8862 FAX22-8863
総合公園 TEL.52-4700 FAX52-4701
さくら荘 TEL.23-4126 FAX23-8535
下水道課 TEL.52-1258 FAX52-1295

高田消防署 TEL.25-0119 FAX22-4565
高田警察署 TEL.22-0110 FAX22-2292
JR 西日本 TEL.0570-00-2486

近鉄大和高田駅 TEL.52-2414
近鉄高田市駅 TEL.53-2531

困っていることや心配事など、ご相談ください。
相談は無料で、秘密は守られます。

◆消費生活相談（要予約）   毎週月・火・木・金曜日　午前10時〜正午  
　　　　　　　　　　　　　午後1時〜 4時　消費生活センター (☎ 22-1101)
◆人権相談・行政相談　毎月第4火曜日　午後1時〜4時　
　　　　　　　　　　　於：総合福祉会館　広報広聴係(☎ 22-1101)
◆中小企業金融相談・中小企業経営相談　　随時　産業振興課(☎ 22-1101)
◆母子相談　月･水･金曜日　午前8時30分〜午後5時15分　児童福祉係(☎ 22-1101)
◆心配ごと相談　第2・4金曜日　午後1時〜4時　社会福祉協議会(☎ 23-2298）
◆法律相談（要予約）　毎月第2・3火曜日　午後1時〜4時　
　　　　　　　　     社会福祉協議会(☎ 23-5426）
◆司法書士の法律相談（要予約）　毎週月曜日　午後1時〜4時　
　　　　　　　　     社会福祉協議会(☎ 23-5426）
◆ふれあい電話相談　毎月第1水曜日　午前9時〜午後4時　社会福祉協議会(☎ 23-2298）
　※広く市民の人が利用できるよう、相談時間は、1人30 〜 40分くらいでお願いします。
◆生活相談　毎月第2・3・4水曜日　午後1時〜4時　
　　　※事前にお問い合わせください。社会福祉協議会(☎ 23-5426）
◆成人健康・栄養相談（要予約）　毎月1回、所定の日　
　　　　　　　　　　　午前9時〜10時　保健センター(☎ 23-6661)
◆子育てホットライン・健康ホットライン　毎日　午前9時〜正午　午後1時
　　〜5時（土・日・祝日・年末年始を除く）保健センター(☎ 23-6661)
◆教育ガイダンス　毎週月・水・木・金曜日　午前9時〜午後4時　青少年センター(☎ 23-1322)
◆家庭児童相談　毎週月〜金曜日　午前8時30分〜午後5時15分　家庭児童相談室 (☎ 23-1195)
◆女性相談（要予約）　第1火曜日･第3金曜日　午前9時15分〜午後0時5分
　　　　　人権施策課(☎22-1101)　※4月から相談日が変わりました。
◆住まいづくり相談（第1水曜〜第2水曜の間に予約：定員4名）
　　　　　  第3水曜日　午後1時〜4時10分　　建築住宅課(☎ 22-1101)


